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利用者カードをめぐる最近の動向
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はじめに
　図書館、特に公共図書館における「蔵書の館外貸出」

（以下「貸出サービス」）は、『中小都市における公共
図書館の運営』（『中小レポート』、1963 年）を転回点
とする図書館サービス観の転換により、ユニバーサル
サービス（電気、ガス、水道、郵便、福祉などの、誰
もが等しく受益できる公共サービス）のひとつとして
の、公共図書館の根幹をなす「資料の提供」を達成す
るための基幹業務として捉えることができる。表現を
変えれば、どこの公共図書館に出向いても同じ図書館
サービスが受けられる、その図書館サービスの基本と
位置づけられているのが「貸出サービス」であると言っ
ていいだろう。
　貸出サービスのためのガジェット（小道具）として
利用されているのが、いわゆる「利用者カード」「貸
出カード」「ライブラリーカード」などと呼ばれるカー
ドである（本稿では個別の名称を紹介する場合以外は

「利用者カード」に統一する）（1）。利用者カードは利
用者のプライバシーを保護する観点から、機械化（電
算化）以前はニューアーク式カード（2）からブラウン
式／逆ブラウン式カード（3）への転換が図られ、機械
化以降はプラスチックのカードにバーコードを印刷し
たものから始まり、磁気カードを経て現在では借りて
いる資料のタイトルと返却日が印字されるリライト
カード（4）や IC カードが導入されつつあるようだ。
　公共図書館の利用にはさまざまな態様があるが、恒
常的に貸出サービスを利用する市民は、その公共図書
館に利用者登録を行ったのちに貸出サービスを利用し
はじめるのが一般的と考えられる。利用者登録の際に、
公共図書館より市民に交付されるものが「利用者カー
ド」であり、このカードを利用して公共図書館は貸出
サービスを運用しているわけである。
　この「利用者カード」に関して昨今、さまざまな工夫
が施されるようになっている。その工夫には大きく分けて

1）公共図書館の利用を促すためデザインを工夫する
2） 公共図書館・利用者双方の「管理」を簡便化する

ため情報通信技術（ICT）の先端技術を応用する

　という 2 つの流れがあるように見受けられる。

デザインを工夫した利用者カード
　まずは 1）について。先に述べたように、公共図書
館の貸出サービスは、どこの公共図書館においても同
様にサービスを受けることのできる基幹業務である。
どこでも同様に受けることのできるサービスを、いか
に差別化（隣の自治体の公共図書館と我が自治体の図
書館はちょっと違う、という意味で）するかという試
みのひとつとして、利用者カードのデザインに工夫を
こらす事例があると考えられる。
　これは先年、筆者が「読書通帳」について『カレン
トアウェアネス』に記事を書いた際（CA1841 参照）
の現地調査において、読書通帳の「記念品的な効果」
について伺ったのと軌を一にしていると考えられる。
つまり、公共図書館を利用したことに対するスーヴェ
ニール（記念品）としての意味合いを利用者カードに
持たせている、と考えてよいのではないか。どこの公
共図書館でも同様に受けられるサービスを、そこの公
共図書館でのみ受けることができるサービスとして印
象づけ、公共図書館の利用を促すガジェットとして利
用者カードを活用する、というアイデアであろう。以
前より住民から公募（5）する、地元のキャラクターを
あしらう（6）、さらには利用者ごとのオリジナルなデザ
インのカードを作成できる（7）などの利用者カードの
デザインが試みられているが、最近では縁のある漫画
家などを起用した、よりインパクトのあるデザインも
登場している。
　小野市立図書館（兵庫県）の、公共図書館に勤め
る新米司書を主人公としたマンガ『夜明けの図書館』

（E1252、E2347 参照）起用（2015 年）（8）にはなるほ
どと思ったが、佐賀県立図書館が「こどもの読書週間」
イベント（9）の開催にあわせ 2019 年に制作した「漫☆
画太郎カード」（10）には、破天荒なギャグマンガに『マ
カロニほうれん荘』（1977 年「週刊少年チャンピオン」
連載開始）以来それなりの体験がある筆者でも驚かさ
れた。『カレントアウェアネス -E』が「漫☆画太郎カー
ド」を企画した図書館員の寄稿を掲載している（E2157
参照）が、「公共図書館が一般に抱かれる静謐なイメー
ジからかけ離れていればいるほど，受け手が感じる
ギャップも大きくなろうというもの。今回の “ 画太郎
企画 ” の成功は，公共図書館がもつ属性をある意味で
逆手にとった結果と言えるだろう」という企画者の意
図は充分に達成されていると見る。

ICT を活用した利用者カード
　2）では、ICT を活用することによって公共図書館
における利用者管理や、利用者による利用者カードの
管理（紛失を防ぐ、など）を簡便化することが目的で
あると考えられる。この流れでは、「利用者カード」＊郡山女子大学短期大学部
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が別の媒体に統合されたり、異なる個人認証方式に置
き換えられたりする事例が現れる。大学図書館では早
くから磁気カードや IC カードの技術を利用した学生
証・教職員身分証明書との一体化がすすんでいるが、
公共図書館においても他の媒体との一体化が行われて
いる事例を見ることができる。
　他の媒体と統合される事例としては FeliCa（11）の機
能を用いたスマートフォン（スマホ）との一体化、や
はり FeliCa に対応している IC カードとの一体化、総
務省が普及を図るマイナンバーカード（マイキープ
ラットフォーム）（12）や、指定管理者として公共図書
館の運営に参画するカルチュア・コンビニエンス・ク
ラブおよびその子会社による T カード（13）との一体化
の例が見られる。スマホとの一体化では広島県立図書
館（14）や岐阜市立図書館（15）の事例がある。FeliCa 対
応では袖ヶ浦市立図書館（千葉県）（16）、多摩市立図書
館（東京都）（17）などで実現している。マイナンバーカー
ドと T カードにはそれぞれのカードが、利用者カード
として運用されている公共図書館が一覧化されたウェ
ブページがある（18）（19）。
　なお、他の媒体との一体化による利用者カードの運
用については、FeliCa 対応の利用者カードを導入して
いる公共図書館ではウェブページに運用に関する説明
を掲載している例がある（20）。また、マイナンバーカー
ドと T カードについては主に個人情報保護の観点から
さまざまな問題点が指摘されており（21）（22）、公共図書
館に対する信頼感を醸成している「図書館の自由に関
する宣言」（23）を尊重する公共図書館としては、利用
者カードとしての導入・運用には、現状では慎重な対
応が必要だろう。
　異なる個人認証方式に置き換えられる事例としては

「静脈認証」（24）が挙げられる。静脈認証は生体認証（バ
イオメトリクス認証）のひとつで、2006 年に那珂市
立図書館（茨城県）（25）で手のひら静脈認証が導入さ
れて以後、管見の限りでは導入事例を見なかったが、
2021 年になって恵庭市立図書館恵庭分館（北海道）（26）

で導入されている。
　ICT における先端技術を応用することにより、ICT
分野で言われる「ガジェット」としての意味合いがよ
り深まることになるが、結果として公共図書館が発行
する利用者カードが、単体としては消滅してしまうと
ころが興味深い。

終わりに
　以上、これまで述べてきたように、最近の利用者カー
ドの様相にはふたつの潮流があると考えられる。同じ
利用者カードというガジェットを扱っていながら、片
方は手元に残るスーヴェニール的な扱いを、他方は手

元から現物が姿を消すという、相反する様相を示して
いるところが面白い。今後、電子書籍が公共図書館に
浸透してもすべての紙製の書籍が電子書籍に置き換わ
ることはないだろうし、電子書籍の導入後もなお「貸
出」が公共図書館の業務として必要である限り、利用
者登録は必須であり続けるだろうから、利用者カード
も利用者管理（貸出を通じた蔵書管理も含めて）のガ
ジェットとして生き延びるのは間違いないと思われ
る。これからスーヴェニール的な意味合いが強まるか、

（ICT 分野における）ガジェットとして他のガジェッ
トに組み込まれていくのか、興趣が尽きないところで
ある。
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